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図 12 問い合わせると

該当映像が送られてくる

図 13 レース分析とレース映像を

同時に閲覧できる新システム

図 14 映像提供中止のお知らせ
 

図13 レース分析とレース映像を同時に閲覧できる新システム 
  

図14 映像提供中止のお知らせ 
  

3. 謝辞

2015 年から 2021 年までの足掛け 5 年超のプロジェクト
を暖かく見守っていただいた公益財団法人日本水泳連盟科
学委員長 松井健先生（追手門学院大学 副学長）に心より
御礼申し上げます。また、TransferJet の利用アイデアから、
映像処理に関わる根幹部分を含めたアイデアだしと、機会
提供をいただきました、慶應義塾大学の仰木裕嗣先生にこ
の場をお借りして感謝申し上げます。また、日本水泳連盟
科学委員会副委員長で朝日大学助教の高橋篤史先生には、
この 5 年間の激変といっても過言ではないシステム変更の
連続の中で、プロジェクト全体をまとめ上げ、フィードバッ
クシステム構築になくてはならない重要な役職を果たして
いただきました。この場で改めて深く御礼申し上げます。
また TransferJet 開発時から、現在進んでいる新しい 5G
プロジェクトにかけて、東芝デバイス＆ストレージ株式会
社の的場 司さま、利光 清さま、関係各所の皆様には、公
私ともに親身になって相談に乗っていただき、言葉では表
しきれないほどの支えをいただきました。この場で深く御

礼申し上げます。最後に、2013 年から今日まで、このプロ
ジェクトのために時間を割くことを許してくれ、心身とも
にサポートしてくれた妻と、家族にお礼申し上げます。あ
りがとうございました。

*1 東芝 TransferJet（近接無線通信）アダプタ｜ https://
toshiba.semicon-storage.com/jp/transferjet/

*2 スイミングデータパス（datapass）概要映像｜ https://
www.youtube.com/watch?v=YGyuMuz55VE

*3TransferJet 対応アダプタ店頭販売終了について｜
https://toshiba.semicon-storage.com/jp/transferjet/
news/20180427.html

*4 LINE Messaging API ｜ https://developers.line.biz/
ja/services/messaging-api/

*5 LINE で宅急便（クロネコヤマト）｜ https://www.
kuronekoyamato.co.jp/ytc/campaign/renkei/LINE/
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【【追追手手門門学学院院大大学学ススポポーーツツ研研究究セセンンタターー紀紀要要】】刊刊行行内内規規  
 
 
（目的） 
第 1 条 追手門学院大学スポーツ研究センター紀要（以下「紀要」という）は、追手門学院
大学スポーツ研究センターにおける活動成果の発表を主な目的として、これを刊行する。 
 
（編集等の機関） 
第 2 条 紀要の企画、原稿の募集および編集は、スポーツ研究センター紀要編集委員会（以
下「委員会」という）が行い、発行はスポーツ研究センターが行う。 
２．編集委員（若干名）は、センター会議で選出し、編集委員長はセンター長が兼務する。 
 
（執筆者の資格） 
第 3 条 執筆の資格を有する者は次の各号に掲げる者とし、執筆は公募とする。 
 （１）スポーツ研究センター所員 
 （２）スポーツ研究センター研究員および客員研究員 
 （３）センター会議にて推薦または承認を得た者 
 
（原稿の要件） 
第 4 条 紀要に執筆する原稿の要件は、次の各号のとおりとする。 
 （１）他誌に未掲載の原稿であること。 
 （２）完成原稿であること。 
 （３）原稿の種類は次のいずれかに該当するものであること。 
    ①論文 
    ②研究ノート 
    ③資料 
    ④書評 
    ⑤その他、紀要編集上必要と認められるもので、センター会議にて承認を得た原稿 
 （４）投稿原稿は、題目提出の時点で、同一言語、同一内容のものが他誌で公表されていて

はならない。その後、他誌で掲載されることが決定した場合には、速やかに原稿を取
り下げること。なお、本紀要刊行ののちに、書籍などに再掲することは妨げない。た
だし再掲の場合は、必ず初出を明示すること。 

 
（原稿の採択） 
第 5 条 委員会は、執筆原稿の掲載についての判断を行う。 
２．委員会で指名された担当者が原稿を査読し、第 4 条の原稿要件に関する確認、ならびに
修正等の措置が適切に行われた原稿を採択する。 
 
（紀要の発行） 
第６条 紀要は、各年度 1 回発行することとし、各年度の原稿募集・執筆期限・発行日等は
委員会が決定し、公表する。 
２．原則として紙媒体の冊子による発行を行わず、追手門学院大学機関リポジトリ、大学研
究所ホームページならびに CiNii（国立情報学研究所論文情報ナビゲーター）への掲載（公開）
のみとする。 
 
（原稿の形式） 
第 7 条 紀要に投稿する原稿の形式は、委員会が定める「スポーツ研究センター紀要執筆要
領」によるものとする。 
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（校正） 
第 8 条 校正は著者校正とし、校正期限を遵守し、校正時に大幅な訂正を行わないこととす
る。 
２．執筆者が前項の規定に反した場合、第 5 条の規程を準用する。 
 
（抜刷） 
第 9 条 抜刷の費用は申込者の負担とし、具体的な申込部数と価格は、別途定める。 
 
（著作権） 
第 10 条 紀要のすべての掲載物の著作権は、追手門学院大学スポーツ研究センターに帰属す
るものとする。 
 
（改廃） 
第 11 条 この内規の改廃は、委員会の議を経て、センター会議で行う。 
 
附則 
 この内規は、2015 年 10月 1 日から施行する。 
 この内規は、2016 年 10月 1 日から施行する。 
この内規は、2017 年 10月 1 日から施行する。 
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